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Ⅰ 携帯電話の利用

携帯電話の所有率は、「自分専用の携帯電話を持
っている」と「家族と一緒に使う携帯電話を持っ
ている」をあわせて、小学生で30.6％、中学生で
47.8％、高校生で92.3％。学年別にみると、と
くに中学生の間で学年があがるにつれて増加し、

中3生と高1生の間でもっとも大きく跳ね上がる。
性別にみると、女子のほうが男子よりも所有率が
高まる時期が早く、中学生では15～20ポイント
程度も女子のほうが高い。

携帯電話の所有率
携帯電話の所有率は、小学生が3割、中学生が5割、高校生が9割。
小学生から中学生にかけて、男女差が大きい。

図1－1　携帯電話の所有の有無

※この設問は「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」「携帯電話
は持っていない」の3択で回答。

「自分専用の携帯電話を持っている」＋
「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」の％
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携帯電話の利用頻度
小学生は「家族への電話」が多いのに対し、中・高校生は「友だちへの
メール」が多い。全般に女子の利用が活発。

携帯電話の所有者に、１日あたりの電話やメール
の頻度をたずねた。小学生では「友だちにメール
を送ること」について「ほとんど使わない」が
58.8%と多く、「家族に電話をかけること」で「ほ
とんど使わない」は28.7%にとどまる。一方、

中・高校生では「友だちにメールを送ること」に
ついて「ほとんど使わない」との回答は１割程度
であり、使い方が異なる様子がうかがえる。また
性別でみると、全般に女子のほうが活発に利用し
ているようだ。

図1－2　携帯電話の利用頻度
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※「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」と回答した人のみ対象。
※「6回以上」＝「6～10回」＋「11～20回」＋「21～30回」＋「31～50回」＋「51～100回」＋「101回以上」。
※図中の〔　〕内は、上段が男子、下段が女子の数値。　 ※「無回答・不明」は省略した。
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Ⅰ 携帯電話の利用
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携帯電話の利用機能
いずれの学校段階でも「カメラで写真をとる」がもっとも多い。
また、利用機能には男女差がみられる。

携帯電話の利用機能をたずねたところ、学校段階
を問わず「カメラで写真をとる」がもっとも多く、
所有者の8割前後であった。「動画（ムービー）
をとる」も一貫して5～6割である。これに対し
て、「音楽をダウンロードする」や「インターネッ
トで調べものをする」は、学校段階があがるにつ

れて「する」という回答が顕著に増加する。また
性別でみると、写真や動画、音楽ダウンロード、
さらに中・高校生では電子書籍は女子のほうが
「する」割合が高い。これに対してゲームは、と
くに中・高校生では男子のほうが使っているよう
だ。

図1－3　携帯電話の利用機能
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※「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」と回答した人のみ対象。
※図中の〔　〕内は、上段が男子、下段が女子の数値。
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Ⅰ 携帯電話の利用携帯電話
所有者

携帯電話の利用についての意識
「使うのが楽しい」は中・高校生とも携帯電話所有者の9割弱。
「知らない人とやりとりするのは怖い」は7割。

携帯電話の所有者に対して、利用にかかわる意識
をたずねた。中・高校生ともに、9割弱が「携帯
電話を使うのが楽しい（とてもそう＋まあそう）」
と感じている一方で、7割が「携帯電話で知らな
い人とやりとりするのは怖い」と思っている。「携
帯電話はいつでも必要な情報を調べることができ

て便利だと思う」は、中学生では65.8％なのに
対して、高校生では79.6％と高くなる。また、中・
高校生とも6割程度が「絵文字は気持ちを伝える
のに欠かせない」と回答しており、携帯電話を用
いたコミュニケーションの特徴の一端が垣間見ら
れる。

図1－4　携帯電話の利用についての意識

※「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」と回答した人のみ対象。
※この設問は、中・高校生のみにたずねた。

中学生の47.8％の
携帯電話所有者

高校生の92.3％の
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Ⅰ 携帯電話の利用携帯電話
所有者

中学生の47.8％の携帯電話所有者 高校生の92.3％の携帯電話所有者

携帯電話の利用で気にしていること
「知らない人からの電話に出ない」ことを気にしているのは、
中・高校生とも携帯電話所有者の8割弱。

中・高校生の携帯電話の所有者が、使い方につい
て「気にしている（とても＋まあ）」という回答が
もっとも多いのは「知らない人からの電話に出な
い」で、中学生で77.4％、高校生で77.0％だっ
た。次いで、「禁止されている場所では電源を切
る」「携帯電話を使いすぎない」も7割台で続い
ており、使用場所や方法は気にしているようだ。

一方でもっとも少ないのは「友だちといるときは
携帯電話に出ない」で、中・高校生ともに「気にして
いる」のは3割程度だった。さらに、携帯電話を
どのように使っているか、親が知っていると思うか
によって分けてみたところ（次頁の図1－7参照）、
親が「知っていると思う」中・高校生のほうがどの
項目でも「気にしている」という回答が多かった。

図1－5　携帯電話の利用で気にしていること

※「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」と回答した人のみ対象。
※「知っていると思う」は、携帯電話の使い方についての親の認知の設問（次頁の図1－7参照）で、「よく知っていると思う」「まあ知って
いると思う」と回答した人。「知らないと思う」は、「あまり知らないと思う」「まったく知らないと思う」と回答した人。

※この設問は、中・高校生のみにたずねた。

中学生の47.8％の携帯電話所有者 高校生の92.3％の携帯電話所有者
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Ⅰ 携帯電話の利用携帯電話
所有者

親のかかわり
携帯電話所有者のうち、親と使用ルールを決めていて守っているのは、
小学生で半数強、中学生で3人に1人、高校生で5人に1人。

子どもの携帯電話の利用に対して、親はどのよう
にかかわっているのだろうか。まず、使い方のル
ール（約束事）についてみると、ルールを「決め
ていて守っている」と回答したのは、小学生では
携帯電話所有者のうち55.6％、中学生で34.3％、
高校生で18.5％だった。次いで、携帯電話をど

のように使っているかについて、親が知っている
と思うかどうかをたずねたところ、小学生では携帯
電話所有者のうち87.4％、中学生では77.1％、
高校生では65.7％が「知っていると思う（よく
＋まあ）」と回答した。

図1－6 携帯電話の使い方についてのルールの有無

※「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」と回答した人のみ対象。

※「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」と回答した人のみ対象。

中学生の47.8％の
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中学生の47.8％の
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携帯電話所有者
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図1－7　携帯電話の使い方についての親の認知
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Ⅱ パソコンの利用全員

高校生 78.2％
中学生 70.5％

小学生 62.7％

どれくらいの子どもが、家庭でパソコンを利用し
ているのだろうか。「自分専用のパソコンがある」
と「家族と一緒に使うパソコンがある」をあわせ

たパソコンの利用率は、小学生で62.7％、中学
生で70.5％、高校生で78.2％だった。

家庭でのパソコンの利用率22
家庭でのパソコンの利用率は、小学生が6割、中学生が7割、
高校生が8割。

図2－1　家庭でのパソコン利用の有無

※この設問は、「自分専用のパソコンがある」「家族と一緒に使うパソコンがある」「家にパソコンはある
が、自分は使わない」「家にパソコンはない」の4択で回答。

「自分専用のパソコンがある」＋「家族と一緒に使うパソコンがある」の％

小4生 小5生 小6生 中1生 中2生 中3生 高1生 高2生

全体
男子
女子

（％）

小学生 62.7％
中学生 70.5％

高校生 78.2％

QQ

0

20

40

60

80

100

66.0 64.8 68.4 72.2 71.3 79.1 77.3 

58.5
62.9 62.8 

65.0
69.5 67.9

77.7

79.1
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Ⅱ パソコンの利用パソコン
利用者

パソコンの利用内容
小学生のパソコン利用者では8割、中・高校生では9割が、「インタ
ーネットで調べものをする」と回答。また、中・高校生の「動画共有
サイトを見る」という回答も7割前後と多い。

パソコンの利用者に、パソコンでどのようなこと
を行っているかたずねたところ、学校段階を問わ
ず「インターネットで調べものをする」という回
答がもっとも多く、小学生ではパソコン利用者の
うちの80.3%、中学生では90.2％、高校生では
94.2％にのぼった。中・高校生のみにたずねた

「動画共有サイトを見る」も、中学生で69.3％、
高校生で75.5％と多い。また、中学生ではパソ
コン利用者の17.7％、高校生では28.1％が「ネ
ットショッピングをする」とも回答している。一
方、「学習ソフトを使って勉強する」については、
学校段階があがるにつれて減少する。

図2－2　パソコンの利用内容

※「自分専用のパソコンがある」「家族と一緒に使うパソコンがある」と回答した人のみ対象。
※「動画共有サイトを見る」「ネットゲーム（オンラインゲーム）をする」「ネットショッピングをする」は、中・高校生のみにたずねた。

小学生
中学生
高校生

QQ

インターネットで調べものをする

音楽をダウンロードする

学習ソフトを使って勉強する

電子メールを使う

動画共有サイトを見る

ネットゲーム（オンラインゲーム）
をする

ネットショッピングをする

0 20 40 60 80 100

80.3

23.9

22.2

8.6

90.2

　　　　　　　　40.3

11.3 

29.9

69.3

　　　　　　31.7

17.7

94.2

　　　　44.9

7.3

26.2

75.5

　　　　 22.8

28.1

（％）

高校生の78.2％の
パソコン利用者
高校生の78.2％の
パソコン利用者

中学生の70.5％の
パソコン利用者
中学生の70.5％の
パソコン利用者

小学生の62.7％の
パソコン利用者
小学生の62.7％の
パソコン利用者

「する」の％

●
結
果
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
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Ⅲ ICT全般に関する意識と実態全員

図3－1 対面場面での携帯電話利用に対する意識

※携帯電話の「所有者」は、「自分専用の携帯電話を持っている」「家族と一緒に使う携帯電話を持っている」と回答した人。
「非所有者」は、「携帯電話は持っていない」と回答した人。
※この設問は、中・高校生のみにたずねた。

対面場面での携帯電話利用に対するすす 意識
友だちと一緒にいるとき、友だちが「かかってきた電話に出る」のが
「いや」と回答したのは、中・高校生ともに2割程度。「届いたメール
に返事を書きはじめる」ことが「いや」という回答は3割程度。

自分と一緒にいるときに、友だちが携帯電話を使
ったとしたら、子どもたちはどのように感じるの
だろうか。友だちが「かかってきた電話に出る」、
友だちが「届いたメールに返事を書きはじめる」
という2つの場面を想定して回答してもらった。
その結果、友だちが「かかってきた電話に出る」
ことが「いや（とても＋少し）」と回答したのは、
中学生で23.2％、高校生で18.7％だった。また、

「届いたメールに返事を書きはじめる」ことにつ
いては、中学生で34.5％、高校生で26.8％で、
いずれも「いや」という回答は少数派だった。さ
らに、携帯電話の所有率が5割程度である中学生
について、携帯電話の所有者と非所有者に分けて
意識の違いをみたところ、2つのいずれの場面に
ついても、所有者のほうが非所有者よりも、「い
や」と感じる割合が低いことがわかった。

とてもいや それほどいやではない まったくいやではない 無回答・不明

QQ

（％）

（％）

中学生

高校生

届いたメールに返事を書きはじめる

  7.8  15.4       40.3 35.0    1.5    

14.3 47.1              33.7   0.5    

とてもいや 少しいや それほどいやではない まったくいやではない

中学生

高校生

     13.2             21.3      33.4                     30.4   1.7    

6.      20.4  4 42.5  30.1    0.6    

無回答・不明

4.4 

少しいや

「とてもいや」＋「少しいや」の％

中学生

「とてもいや」＋「少しいや」の％

中学生

かかってきた電話に出る

携帯電話 所有者　 18.1％
非所有者 28.3％

携帯電話 所有者 25.1％
非所有者 44.0％

vol.53 q ˙ ICT p _001-016  09.4.23 20:10  y [ W  12
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Ⅲ ICT全般に関する意識と実態全員

ブログ・掲示板やプロフの利用
「ブログや掲示板」「プロフ」の利用は、学校段階があがるにつれて
顕著に増加する。

「ブログや掲示板」「プロフ」について、「読む」「書
きこむ」「つくる」といった利用のしかたに分け
て、行っているかどうかをたずねた。これによる
と、「ブログや掲示板を読む」が、どの学校段階
でももっとも多く、小学生で14.6％、中学生で
43.6％、高校生で77.6％だった。また、これ以
外のいずれの項目についても、学校段階があがる

につれて、行っている割合は顕著に増加する。ま
た、ブログや掲示板の利用のしかたについては、
学校段階を問わず、「ブログや掲示板を読む」＞
「友だちのブログや掲示板に書きこみをする」＞「知
らない人のブログや掲示板に書きこみをする」の
順になっている。

※この設問は、「しない」「パソコンだけでする」「携帯電話だけでする」「パソコンと携帯電話の両方でする」「わからない」の5択で
回答。

「パソコンだけでする」＋「携帯電話だけでする」＋「パソコンと携帯電話の両方でする」の％

QQ

ブログや掲示板を読む

友だちのブログや掲示板に
書きこみをする

知らない人のブログや
掲示板に書きこみをする

自分のブログや掲示板を
つくる

プロフを読む

自分のプロフをつくる

（％）

図3－2 ブログ・掲示板やプロフの利用

0 20 40 60 80 100

14.6            

 3.9

3.0

3.3

 5.7  

2.6 

77.6

58.4

 23.2 

46.1 

63.3 

　　　　　 39.9

 43.6      

24.4

15.6 

16.1    

27.1

12.4
小学生
中学生
高校生

●
結
果
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
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Ⅲ ICT全般に関する意識と実態全員

図3－3 コミュニケーション手段の選択

※この設問は、中・高校生のみにたずねた。なお、ここでは高校生の結果のみを示した。

コミュニケーション手段の選択
「友だちを遊びに誘う」場合は「メール」、「好きな人に告白する」「相手
に対する不満を伝える」場合は「直接話す」という高校生が多い。

いくつかのコミュニケーションの場面を設定して、
もっともよく使うと思う方法をそれぞれ1つずつ
だけ選んでもらった。高校生の結果をみると、「親
しい友だちを遊びに誘う」では57.1%、「あまり
親しくない友だちを遊びに誘う」では67.4％が
「メールを送る」と回答しており、他の方法よりも

選択率が高かった。一方、「好きな人に告白する」なな
では63.7％が、「相手に対する不満を伝える」で
は59.1％が、「親に謝る」では82.2％が「直接話
す」と回答しており、もっとも多く選択された。
場面に応じて、コミュニケーションの方法を使い
分けていることがわかる。

直接話す 電話で話す メールを送る

QQ

（％）

高校生

31.5 9.6         57.1  0.9    

21.8            67.4   1.4 6.2  

         63.7  5.4        20.0              6.1 3.6

59.1  5.4           1.9  23.6            8.9     

82.2     8.8    5.3 1.4

親しい友だちを遊びに誘う

あまり親しくない友だちを
遊びに誘う

好きな人に告白する

相手に対する不満を伝える

親に謝る

その他の方法を使う
　　　　手紙を書く 無回答・

不明

0.0    0.9

3.0 0.3

1.1

1.2

1.8     0.5

1

1
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Ⅲ ICT全般に関する意識と実態全員

科学技術観
携帯電話がコミュニケーションの力を伸ばすと思うか、コンピュータ
が発達すると世の中がよくなると思うかについては、中・高校生とも
に意見が二分した。

携帯電話やインターネットなどの科学技術の発達
や普及について、子どもたちはどのように感じて
いるのだろうか。2つの相反する考え方を提示し
て、自分の考えに近いと思うほうを選択してもら
った。「インターネットと覚えること」の関係に
ついては、中・高校生ともに「A．インターネット
で調べられることは、無理に覚える必要はない」

より、「B．インターネットで調べられることでも、
できるだけ覚えておいたほうがよい」 という回答
のほうが多かった。一方、「携帯電話がコミュニ
ケーションの力を伸ばすと思うかどうか」「コン
ピュータが発達すると世の中がよくなるか、失わ
れるものが多いか」については、中・高校生とも、
意見が二分した。

※この設問は、中・高校生のみにたずねた。

Aに近い Bに近い

QQ

中学生

高校生

（％）

（％）

（％）

図3－4 科学技術観

インターネットと
覚えること

携帯電話と
コミュニケーション力

コンピュータの
発達の功罪

中学生

高校生

中学生

高校生

どちらかといえば
Aに近い

どちらかといえば
Bに近い

11.9  40.0  30.7     15.3  2.0

11.1 39.4               34.4     0.7   14.3  

9.6          37.4  38.0       12.8 2.2

9.8 41.5  38.3              9.3 1.1

8.5       26.3 47.8   1.7 15.9   

7772        27.8                    48.5                 15.4   1.1

無回答・
不明

Aに近い Bに近い

どちらかといえば
Aに近い

どちらかといえば
Bに近い

無回答・
不明

Aに近い Bに近い

どちらかといえば
Aに近い

どちらかといえば
Bに近い

無回答・
不明

A．インターネットで調べられることは、
無理に覚える必要はない

B．インターネットで調べられることでも、
できるだけ覚えておいたほうがよい

A．携帯電話はコミュニケーションの力を
伸ばすと思う

B．携帯電話がコミュニケーションの力を
伸ばすとは思わない

A．コンピュータが発達すると、
世の中がよくなる

B．コンピュータが発達すると、
失われるものが多い

●
結
果
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